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山口県道路交通渋滞対策部会
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令和3年2月17日～18日の雪害対応について
【管内の主な事象】
○高速道路
・山陽自動車道（廿日市IC～山口JCT）及び中国自動車道（六日市IC～下関IC）が全面通行止めと
なり、東西方向を結ぶ主要な交通機能が停止。

○国道２号
・山口県内の高速道路の通行止めにより、国道２号への交通の集中と降雪により渋滞が発生。
・国道２号の最大渋滞長は、椿峠（周南市・防府市境）を先頭に、上下線とも最大約３０ｋｍ。

○国道１９１号
・萩市大井において、越波に伴う片側交互通行規制を実施。

R191 萩市大井（越波）
片側交互通行規制

R3.2.17 12時30分～
R3.2.18     8時00分

中国道（六日市IC～徳地IC）通行止め
R3.2.17 19:10～

中国道（徳地IC～美祢東JCT）通行止め
R3.2.17 20:43～

中国道（下関JCT～美祢東JCT）通行止め
R3.2.17 21:45～ 山陽道（熊毛IC～山口JCT）通行止め

R3.2.17 20:43～

山陽道（廿日市IC～熊毛IC）通行止め
R3.2.18 0:33～

熊毛

廿日市

山口
JCT

徳地美祢東
JCT

六日市

下関

国道２号（上り）
最大渋滞長（約３０ｋｍ）
R3.2.18 10時30分

国道２号（下り）
最大渋滞長（約３１ｋｍ）
R3.2.18 8時30分

R２ 椿峠
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【県警と連携した渋滞情報の提供】
○情報板による渋滞情報の提供

・県警交通規制課と調整し、情報板に「渋滞長の表示」を行い流入車両を抑制。
（広島県側の情報板にも渋滞長の表示を依頼。九州側は流入抑制を促す表示を依頼）

○渋滞状況等を記者発表
・県警と連名で、渋滞状況と朝の通勤時間帯の自動車利用の抑制のお願いを記者発表（４回）
・記者発表資料は、防災メールやラジオ放送でそのまま使える文面とした。
・記者発表に対するマスコミからの問合せ（８社１９回）
・NHKのデータ放送で、国道２号の渋滞情報を放送。

【自治体の広報媒体を使用した情報提供】
○自治体の防災メール、LINEによる情報提供

・沿線自治体に記者発表資料を送付し、防災メール、LINEによる情報提供に協力頂いた。

※ 広域迂回により国道２号への流入を抑制したかったが、整備局管内全域が雪であり迂回を行う事ができなかった
ため、急遽上記の対応を行った。

国道２号の渋滞対応について

NHKデータ放送山口市LINE防災メール（周南市、防府市）国と警察の連名による記者発表
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情報連絡本部の設置、今後の取り組みについて

○情報連絡本部の立ち上げ
・R3.2.17 10時～ 情報連絡本部設置（Web会議）

Web会議参加 ：山口県、NEXCO山口、NEXCO周南
電話、FAX連絡：県警交通規制課
※自治体はWeb環境が整わない等により、必要に応じ電話連絡

○関係機関との情報共有・調整
・高速道路の通行止めに関する情報連絡、国道の渋滞情報の提供、渋滞情報記者発表
に伴う調整等をWeｂ会議、電話・FAXにより実施。

○高速道路通行規制・解除時の端末ICの調整
・NEXCO周南事務所と、山陽道の規制開始、規制解除時の端末ICを調整。

【今後、取り組んで行きたいこと】

○情報板に「渋滞長」を表示した情報提供を、広島県側の事務所にも依頼し表示してもらっ
たが、今後、九州側にも表示してもらえるよう調整を行っていきたい。

○TV放送のテロップに、渋滞情報を流す調整を、報道機関と調整していきたい。

○エリアメールによる情報提供を行ってもらえるよう、沿線自治体と調整を行っていきたい。
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